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ヤ
マ
ノ
イ
モ
属
の
品
種
群

回

品
種
群
の
生
立
ち
と
特
徴

鰈
舞
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
原
産
地
は
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
で
す
。
移
住
、
交
易
や
奴
隷
貿
易

の
寄
港
地
ご
と
に
栽
培
を
し
な
が
ら
東
南

ア
ジ
ア
ー
ボ
リ
ネ
シ
ア
や
イ
ン
ド
、
ア
フ

リ
カ
、
カ
リ
ブ
な
ど
に
伝
播
し
て
い
き
ま

し
た
。

ヤ
マ
ノ
イ
モ
属
に
は
約
六
百
種
あ
り
、

寄
港
地
ご
と
の
環
境
に
合
わ
せ
て
進
化
も

し
て
い
き
ま
し
た
。

熱
帯
雨
林
の
林
床
に
自
生
す
る
品
種
群

は
、
湿
っ
た
陰
地
に
適
応
し
、
葉
は
大
き

く
薄
く
、
表
面
は
波
う
ち
、
葉
の
角
度
は

水
平
葉
で
疎
散
型
で
す
。
呼
吸
を
す
る
葉

裏
の
気
孔
は
小
さ
く
、
密
に
あ
り
ま
す
。

つ
る

（茎
）
は
細
く
長
く
、
側
枝
も
伸
長

す
る
タ
イ
プ
で
、
少
肥
、
疎
植
に
適
応
し

て
い
ま
す
。

熱
帯
雨
林
外
縁
の
サ
バ
ン
ナ
に
適
応
し

た
品
種
群
は
、
前
者
の
対
極
に
あ
り
、
乾

燥
か
つ
強
光
を
好
み
、
葉
は
小
さ
く
厚
く
、

表
面
は
平
滑
で
光
沢
が
あ
り
、
直
立
葉
で

密
集
型
で
す
。
気
孔
は
大
き
く
疎
で
、
つ

る
は
太
く
短
く
、
側
枝
も
短
く
、
ム
カ
ゴ

を
つ
け
ま
す
。
多
肥
、
密
植
に
適
応
し
て

い
ま
す
。

前
者
の
典
型
が

ツ
ク
ネ
イ
モ
群
で
、
後

者
は
ナ
ガ
イ
モ
群
、
イ
チ

∃
ウ
イ
モ
群
は

そ
れ
ら
の
中
間
で
す
。
ジ
ネ
ン
ジ

∃
は
こ

れ
ら
の
三
つ
の
群
と
は

「種
」
が
違

い
ま

す
が
、
林
床
に
自
生
し
、

か
つ
、
や
や
強
光
を
好

む
タ
イ
プ
で
す
。

な
お
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ

の
よ
う
な
栄
養
体

（イ

モ
）
で
繁
殖
す
る
植
物

は
染
色
体
数
の
高
次
倍

数
現
象
は
恒
で
す
。
基

本
数
は
十
本
で
、
ナ
ガ

イ
モ
群
は
百
四
十
本
で

す
。
森
本
長
芋
は
十
四

倍
体
で
ナ
ガ
イ
モ
群
と

同
じ
で
す
が
、
医
王
山

の
ジ
ネ
ン
ジ

∃
の
変
異

体
で
、
粘
り
の
強
い
ジ

ネ
ン
ジ

∃
で
す
。

回

生
産
生
態

隆
舞
イ
モ
は
担
根
体
と
言
っ
て
、
根
と
茎

の
中
間
的
な
性
格
を
持
ち
、
イ
モ
の
首
部

か
ら
養
分
吸
収
の
根
を
発
生
し
ま
す
。
こ

の
吸
収
根
は
地
表
浅
く
分
布
し
ま
す
。

種
イ
モ
の
確
保
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
成
熟
イ
モ
の
分
割
法
で
、
表
層

か
ら
出
芽
す
る
不
定
芽
を
利
用
す
る
方
法

と
、
ム
カ
ゴ
や
細
断
イ
モ
を

一
～
二
年
間

養
成
し
た
子
イ
モ
の
定
芽
を
利
用
す
る
方

法
で
す
。

ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
栽
培
と
は
、
光
合
成
を

行
う
場

「茎
葉

¨
ソ
ー
ス
」
を
早
期
に
造

成

。
維
持
す
る
こ
と
と
、
そ
の
生
産
物

（ブ
ド
ウ
糖
）
を
貯
蔵
す
る
場

「イ
モ

一

シ
ン
グ
」
の
能
力
を
増
大
さ
せ
て
や
る
こ

と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
光
合
成
を
お
こ
な
う
場

で
あ
る
茎
葉
を
い
か
に
早
く
伸
長

・
展
開

さ
せ
る
か
。
萌
芽
を
早
め
る
方
法

［種
イ

モ
の
種
類

・
サ
イ
ズ
、
植
付
け
時
期
、
植

付
け
深
］
を
は
じ
め
ソ
ー
ス
能
の
向
上
策

［作
畦
の
方
向
、
つ
る
誘
引
方
法

（支
柱

の
高
さ
、
仕
立
て
法
）
］
、
そ
し
て
、
そ
の

高
い
ソ
ー
ス
能
を
い
か
に
持
続
す
る
か
。

土
づ
く
り
と
施
肥
法

［堆
肥

・
基
肥

・
追

肥
の
量
と
時
期
］
や
病
虫
害
防
除
な
ど
で

す
。光

合
成
産
物
を
貯
蔵
す
る
場
で
あ
る
イ

モ
を
い
か
に
増
大
さ
せ
る
か
。
貯
蔵
す
る

場
は
イ
モ

（塊
茎
）
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ム
カ
ゴ
で
あ

っ
た
り
後
発
側
枝
の

繁
茂
（つ
る
ば
け
）
で
あ

っ
た
り
し
ま
す
。

イ
モ
の
肥
大

（転
流
）
促
進
法

［施
肥
法
、

つ
る
誘
引
法
、
土
壌
湿
潤
管
理

（潅
水
法
、

マ
ル
チ
）
、
止
肥
の
時
期
］
や
ム
カ
ゴ
、

つ
る
ば
け
防
止
策

［つ
る
誘
引
法
、
土
壌

の
膨
軟
度
、
イ
モ
食
害
防
止
］
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
原
産
地
の
環
境
に
合
わ
せ

た
品
種
群
間
の
茎
葉
の
形
態
や
イ
モ
形
状

の
違
い
は
、
生
産
生
態
の
違
い
、
栽
培
方

法
の
違
い
を
意
味
し
ま
す
。

回
一
栄
養
と
機
能
性

鰈
舞
ヤ
マ
ノ
イ
モ
は
滋
養
強
壮
で
、
長
い

航
海
で
は
壊
血
病

（ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
）
や
脚

気

（Ｂ
）
対
策
の
必
需
品
だ

っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
最
近
の
食
料
の
科
学
で
、
澱
粉
分

解
酵
素

（ジ

ア
ス
タ
ー
ゼ
）

は
ダ
イ
コ
ン

の
三
倍
あ
り
、

天
然
の
消
化

薬

で
整

胃
、

消
化
促
進
作

用
が
あ
り
ま

す
。ム

チ
ン
（巨

大
分
子
の
糖

タ
ン
パ

ク
）

は
老
化
防
止

や
肌
の
若
さ

を
保
つ
粘
液

で
す
。

品種群の同化系 (茎葉 )の違いと環境適応性

し

ヤマノイモ品種群の特徴

品種群
葉  系 茎  系 環境適応性

大 小 表 面 厚 さ 気孔 葉柄 向き 太 さ 長 さ 節間 側枝 肥料 乾湿 光

ナガイモ群

ツクネイモ群

小

一
大

滑

一
凸

平

一
四

厚

薄

大 疎

小 密

短

一
長

直立葉

(密集型 )

水平葉

(疎散型 )

太

一
細

短

一
長

短

長

分枝型
|ムカコ|

伸長型

肥

一
肥

多

一
少

乾

湿

陽地型

陰地型

品 種 群
花器 葉身 塊茎 (イ モ ) ムカコ

倍数性 その他 代表品種等
雄 雌 大」‐ 厚さ 形 含水率 多少

ツクネイモ群

イチョウイモ群

森本長芋

ナガイモ群

ジネンショ

〇

一
×

大 薄

大 薄

大・薄

大 ・厚

」い 厚 棒

一
長

一
チ
棒

一
形

一
長

梶

一
細

一
バ
短

一
球

一
細

667

695

826(00)

688
少 (小 )

少 (小 )

多 (大 )

多 (中 )

多 (中 )

10X陰地弱光型

10X陰地弱光型

14X陽地強光型

14X陽地強光型

4、  8、 9X異種

1別称|ヤマトイモ群、大莉黒皮、伊勢芋、加賀丸事

銀杏芋、仏掌芋、秦荘芋 (関東

市場ではヤマ トイモと呼ぶ )

ジネンジョ(医王山)の変異株

信濃長芋、徳利芋、 卜回フイ

ムカゴ等の変異による倍数性

○

〇

一
〇〇

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

営
農
指
導
担
当

山

辺

　

守

野
菜
作
り

し
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ナ
ガ
イ
モ
栽
培
と
作
型

回

ナ
ガ
イ
モ
の
特
性

な
華
ナ
ガ
イ
モ
群
は
高
温
・乾
燥
で
、
陽

地
強
光
型
の
作
物
で
す
。

土
壌
の
適
応
性
は
高
い
が
、
地
下
水
位

の
高
い
個
所
や
耕
盤
が
あ
る
圃
場
で
は
、

イ
モ
が
毛
穴
褐
変
症
な
ど
の
障
害
発
生
や

タ
コ
足
の
よ
う
に
分
岐
し
ま
す
。
植
付
け

溝
は
八
十
ｃｍ
以
上
の
深
耕
が
必
要
で
す
。

春
先
の
地
温
上
昇
の
早
い
砂
土
は
、
早
掘

り
、
作
業
性
の
面
か
ら
も
適
地
で
す
。

回
一
生
育
特
性

颯
攣
ナ
ガ
イ
モ
も
他
の
イ
モ
類
同
様
に
、

そ
の
収
量
性
は
物
質
生
産
の
立
場
か
ら
見

る
と
次
式
に
な
り
ま
す
。

収
量
＝
全
乾
物
生
産
量
×
収
量
分
配
率

こ
の
た
め
、
収
量
性
を
高
め
る
に
は
、

光
合
成
能
力
の
高
い
葉
を
多
く
、
長
く
維

持
し
て
全
乾
物
生
産
量
を
大
き
く
す
る
と

と
も
に
、
収
穫
目
的
物
へ
の
分
配
率
を
高

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
育
相
か
ら
見
る
と
、
十
五

℃
以
上
の
四
月
中
旬
以
降
か
ら
植
付
け

し
、
早
期
の
茎
葉
（ソ
ー
ス
）の
伸
長

・
展

開
を
促
し
ま
す
。
か
つ
、
六
～
七
月
は
吸

収
根
に
よ
る
急
速
な
茎
葉
の
造
成
能
力
を

向
上

。
維
持
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
ソ
ー
ス
で
産
生
し
た
光
合
成

産
物
を
貯
蔵
す
る

「場
」
で
あ
る
イ
モ
（シ

ン
グ
）
へ
七
～
八
月
に
集
中
転
流
さ
せ
る

こ
と
で
す
。

ヤマノイモの上壌病虫害

野
菜
作
り

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

営
農
指
導
担
当

山

辺

　

守

回
一
栽
培
管
理

い爾

こ
の
生
育
特
性
を
実
現
す
る
具
体
的

な
手
順
は
、

一
、
萌
芽
を
早
め
る
　
定
芽
利
用
の
小
イ

モ
種
を
用
い
、
か
つ
大
き
め
を
選
び
ま

す
。
不
定
芽
の
切
イ
モ
種
も
大
き
め
で
定

芽
よ
り
早
め
に
植
え
付
け
る
か
、
ハ
ウ
ス

で
催
芽
処
理
を
し
ま
す
。

二
、
ソ
ー
ス
能
の
向
上
　
ナ
ガ
イ
モ
の
葉

の
光
合
成
能
力
は
低
く
、
ま
た
光
飽
和
点

は
約

下
五
万
ル
ツ
ク
ス
で
す
。
従

っ
て
、

支
柱
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
直
立
仕
立

て
で
風
通
し
も
良
い
で
す
。
あ
る
程
度
の

過
繁
茂
状
態
を
八
月
上
旬
ま
で
に
達
成
し

た
方
が
イ
モ
重
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま

す
。

三
、
高
い
ソ
ー
ス
能
の
維
持
　
完
熟
堆

肥
施
用
（二
ｋｇ
／
２ｍ
）は
前
年
秋
を
基
本
と

し
、
春
施
用
で
も
植
付
け

一
か
月
前
ま
で

に
行
い
ま
す
。

萌
芽
揃
い
と
初
期
生
育
は
種
イ
モ
に
依

存
し
て
い
る
の
で
基
肥
は
総
量
の
三
割
程

度
に
し
ま
す
。
追
肥
は
萌
芽
揃
い
に
第

一

回
を
施
し
、
以
降
二
十
日
ご
と
に
分
施
し
、

八
月
上
旬
に
は
終
え
ま
す
。
そ
の
間
に
茎

葉
お
よ
び
根
の
八
割
が
造
成
さ
れ
ま
す
。

そ
の
成
葉
が
高
い
光
合
成
能
力
を
維
持
す

る
に
は
、
病
害
虫
に
犯
さ
れ
な
い
健
全
で

窒
素
含
量
の
少
な
い
葉
を
九
月
中
ま
で
維

持
す
る
こ
と
で
す
。

四
、
イ
モ
の
肥
大
促
進
　
イ
モ
が
伸
長

・

肥
大
す
る
場
所
は
膨
軟
で
土
壌
病
害
虫
が

皆
無
で
あ
る
こ
と
で
す
。
肥
大
期
に
当
た

る
七
～
八
月
は
潅
水
で
土
壌
を
湿
潤
に
保

ち
イ
モ
ヘ
の
転
流
を
促
し
ま
す
。

圧
密
や
耕
盤
が
あ
る
と
そ
こ
で
イ
モ
の

伸
長
が
止
ま
り
奇
形
イ
モ
に
な
り
ま
す
。

土
壌
害
虫
で
は
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
の
表
面
凹

凸
や
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
に
よ
る
食
害
。

土
壌
病
害
で
は
各
種
糸
状
菌
に
よ
る
根
腐

れ
、
褐
変

・
肌
荒
れ
症

の
他
、
貯
蔵
中
の
腐
敗

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
植
え
溝
等
の
土

壌
消
毒
が
必
要
で
す
。

五
、
ム
カ
ゴ
着
生
の
抑

制
　
イ
モ
の
肥
大
が
阻

害
さ
れ
る
と
光
合
成
産

物
は
腋
芽
が
変
形
し
た

ム
カ
ゴ

に
転
流
し
ま

す
。
イ
モ
の
肥
大
促
進

の
環
境
整
備
と
短
支
柱

で
も
蔓
を
垂
下
さ
せ
な

ナ

い
よ
う
に
誘
引
す
る
こ

と

で
す
。
ち
な
み
に
、

長
い
竹
に
誘
引
す
る
森

本
長
芋
を
地
這
栽
培
す

る
と
イ
モ
と
ム
カ
ゴ

の

重
量
比
が

一
対

一
に
な

り
ま
し
た
。

II

()ムカゴ、細断 (10g)イ モの播種

根腐病

(で力′2οcわ′′り属 )

褐色腐敗病

(/・ι′sa′ 7′′η属 )

コガネムシ類
(ド ウガネブイブイ)

(ヒ メコガネ)

(マ メコガネ)

センチュウ類

(ネ コプセンチュウ)

(ネグサレセンチュウ)

根腐病が主体で.病徴から褐色腐敗と根腐
を区別するのは困難。
根腐病の場合、地際茎に褐色小斑点を形成、

腐敗し、つる枯れ症になる。新イモが形成
される7月 下旬に侵されると奇形イモに、
9月 以降では毛穴から侵された病斑のある
イモになる。
やがで褐色腐敗病菌や細菌が腐生的に素殖
した陥没病斑や軟化腐敗斑となる.

堆肥や有機質資材の多用により、幼虫によ

る根部被害が見 られる。根部の食害は 3齢
幼虫の出現する 8月 後半～降霜期と蛹化前

の 4～ 5月 です。

発生源は周辺雑草地です。

イモ表層に寄生して表面が凹凸になり.寄
生部は赤褐色の斑点となる。イモ表面に亀
裂も走る。
センチュウの体長は約0 5mmで .生育適温
は20～ 30℃で卵から雌成虫になる日数
は春秋期30日 、夏期14日 です。

根腐病 褐色腐敗病 は土壌病害で、ともに糸状菌 (カ ビ)

の不完全菌類。前者は胞子を形成せず、菫糸で増殖するが、

後者は三日月型の胞子で病斑部は白いカビが生えます。

土壌病害 を防ぐには、輪作をすること。輪作作物 には麦

類・イネ科緑肥作物 7ギ 類などを組み入れながら、計画

的な輪作体系 (3～ 5年サイクル)を とる。

種イモは必ず未発生圃場で栽培されたものを使い、種イモ

を消毒する。畑や農機具の衛生に努め、堆肥は良質でかつ

多用 しない。

年1回 の発生で6/上～ 9/上が成虫期、飛来ピークは7月

下旬で、この頃が産卵最盛期.成虫の寿命は35日 位で、
その間摂食と土中産卵を繰り返す。 1～ 2齢 は主に腐植
を、 3齢幼虫がナガイモを加害する。
殺虫剤は成虫の産卵～孵化幼虫期 (フ /下～ 8/上)に 2～
3回株元散布。

ナガイモの根に集まる雌成虫は300～ 800個の卵を産み、

幼虫は約 1ケ 月で成虫となるため、イモの収穫期には高密
度になっている。
殺線虫剤 (土 i=・ 種苗)/対抗植物 :ク ロタラリア、マリ
ーゴール ド/物理的防除 :種苗の温湯処理、太陽熱消毒、
土壌還元消毒/生物的防除 :天敵細菌、線虫捕食菌、植物
共生細菌などの利用。

作型＼月 10 12

◎―

(小 イモ種の養成 ) G
0

ガイモの作型

植付け I三二]収穫期間
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ツ
ク
ネ
イ
モ
栽
培
と
作
型

回
一

ツ
ク
ネ
イ
モ
の
特
性

濃
一

ツ
ク
ネ
イ
モ
群
は
高
温

・
湿
潤

で
、

陰
地
弱
光
型
の
作
物
で
す
。
と
く
に
イ
モ

の
形
状
は
水
分
ス
ト
レ
ス
に
敏
感
で
、
保

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

営
農
指
導
担
当

山

辺

　

守

水
性
が
あ
り
、
か
つ
、
排
水
良
好
な
砂
壌

土
が
適
地
と
さ
れ
、
田
畑
輪
換
に
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
代
表
品
種
に
は
、
豊
円
な

球
形
で
、
外
皮
が
黒
褐
色
の
大
和
黒
皮
と

本
県
特
産
の
加
賀
丸
芋
や
外
皮
が
白
地
の

伊
勢
芋
が
あ
り
ま
す
。

攣懸
攣
萌
芽
期
　
加
賀
丸
芋
は
表
層
か
ら
の

不
定
芽
を
使
用
す
る
た
め
、
萌
芽
始
め
は

気
温
が
二
十
℃
以
上
に
な
る
六
月
中
旬
か

ら
で
す
。
種
イ
モ
の
デ
ン
プ
ン
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
七
月
上
旬
ま
で
各
器
官
は
生
長

し
ま
す
。

繁
茂
期
　
根
、
つ
る
、
葉
と
も
に
七
月
中
旬

か
ら
吸
収
根
に
よ
る
養
分
吸
収
で
生
長
し

ま
す
。
八
月
中
旬
ま
で
の
四
週
間
に
各
器

官
は
約
八
十
％
が
急
速
に
造
成
さ
れ
ま
す
。

根
は
他
の
器
宮
よ
り
も
早
い
八
月
下
旬

に
最
大
根
重
を
迎
え
ま
す
。
根
量
が
多
い

ほ
ど
大
き
な
新
生
イ
モ
を
作
り
ま
す
。

つ
る
は
親
、
子
、
孫
づ
る
と
順
次
十
月

上
旬
ま
で
伸
び
続
け
ま
す
。
し
か
し
、
親

づ
る
は
八
月
下
旬
、
子
、
孫
づ
る
で
九
月

中
旬
が
最
大
重
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
以
降
に
伸
長
す
る
孫
づ
る
は
軟
弱
な
徒

t

長
づ
る
で
す
。

葉
は
つ
る
と
同
様
に
十
月
上
旬
の
黄
変

初
期
ま
で
展
開
し
ま
す
が
、
葉
重
は
九
月

中
旬
に
最
大
で
、
以
降
に
展
開
す
る
葉
は

薄
葉
の
光
合
成
能
力
の
劣
る
葉
で
す
。

肥
大
期
　
新
生
イ
モ
の
肥
大
は
、
八
月
か

ら
始
ま
り
九
月
以
降
か
ら
急
速
な
肥
大
を

続
け
十
月
上
旬
ま
で
に
約
八
十
％
の
イ
モ

重
に
到
達
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
充
実
期

で
、
含
水
率
は
七
十
％
以
下
、
表
皮
は
品

種
本
来
の
黒
褐
色
を
呈
し
ま
す
。

無屁
攣
本
圃
準
備
　
水
稲
と
の
作
業
競
合
を

防
ぐ
た
め
、
石
灰
散
布
と
耕
起
↓
作
畦
↓

敷
き
ワ
ラ
は
稲
刈
り
後
の
好
天
時
に
済
ま

せ
ま
す
。
な
お
、
畦
幅
は

一
。
二
ｍ
で
す
。

種
イ
モ
準
備
　
褐
色
腐
敗
病
や
セ
ン
チ
ュ

ウ
類
が
発
生
し
て
い
な
い
圃
場
か
ら
種
イ

モ
を
選
び
、
消
毒
液
に
浸
漬
し
ま
す
。
種

イ
モ
の
切
断
方
法
は
、
ま
ず

つ
る
首
を
切

除
し
、　
一
片
が
六
十
ｇ
前
後
に
な
る
よ
う

縦
に
ミ
カ
ン
割
し
ま
す
。
大
き
い
種
イ
モ

は
横
に
三
分
割
し
て
な
る
べ
く
外
皮
を
大

き
く
し
ま
す
。
つ
る
首
部
分
（定
芽
）は
生

育
旺
盛
で
、
新
生
イ
モ
が
凹
凸
の
多
い
奇

形
に
な
る
た
め
使
用
し
ま
せ
ん
。

植
付
け
　
株
間
四
十
Ｃｍ
の
干
鳥
二
条
植
え

で
、
植
付
け
の
深
さ
は
五
ｃｍ
位
、
植
付
け

時
期
は
四
月
中
旬
ま
で
に
し
ま
す
。

支
柱
立
て
　
ツ
ク
ネ
イ
モ
の
光
合
成
能
力

は
低
く
、
光
飽
和
点
は

一
万
ル
ツ
ク
ス
で

ナ
ガ
イ
モ
よ
り
低
い
で
す
。
従

っ
て
、　
一

ｍ
の
低
い
支
柱
に
ひ
も
を
張
っ
て
誘
引
し

ま
す
。
茎
葉
の
繁
茂
期
に
は
、
つ
る
が
固

ま
り
の
よ
う
に
絡
ん
だ
り
隣
の
畦
に
進
入

し
ま
す
。
淡
緑
で
軟
弱
な
孫
づ
る
は
鎌
で

刈
払
い
ま
す
。

施
肥
　
基
肥
は
萌
芽
直
前
の
五
月
下
旬

に
、
追
肥
は
生
育
初
期
の
七
月
上
旬
か
ら

三
週
お
き
に
、
二
回
目
は
生
育
盛
期
、
三

回
目
は
旧
盆
ま
で
で
、

止
肥
に
し
ま
す
。

水
管
理
　
繁
茂
期
ま

で
控
え
め
で
、
根
の

伸
長
を
促
し
、
肥
大

期
初
期
か
ら
湿
潤
な

水
管
理
を
し
ま
す
。

な
お
、
十
月
に
入

っ

て
か
ら
の
充
実
期
は

過
湿
だ
と
腐
敗
や
外

皮
の
象
皮
症
を
ま
ね

く
の
で
排
水
に
心
が

け
ま
す
。

豊
円
な
良
質
の
イ

モ
生
産
に
は
過
乾
燥

は
大
敵
で
す
。
植
穴

土
壌
を
保
水
性
の
高

い
砂
壌
土
に
改
良
し

た

り
、
敷

き

ワ
ラ
、

フ
イ
ル
ム
マ
ル
チ
で

保
水
性
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

ヤマノイモの地上部病虫害

生
え
ノ

ル

ー

し

．

電́“
■
■
『
　
　
―

―

―

■
日
「

―
●

●
■

●

ツクネイモの作型

ウイルス病
(モ ザイク病)

(え そモザイク病)

ハダニ類
(カ ンザワハダニ)

(ナ ミハダニ等)

葉渋病

炭疸病

退緑斑およびそれを拡大融合 して

モザイク症 t+を 示す。高温時に病

徴は不鮮明になる。

えそモザイク病 は壊死斑点や網目

状の壊死モザイクになる。

初発生 は下葉からで、葉全体が小

さな斑点のかすり状になる。

ダニ密度が高 まると、順次上位葉

に移動する。高温乾燥で急速に株

全体に拡がる。

被害植物の残潜が感染源となるので、連作する

と多発 しやすい。圃場に放置せず焼却。

肥大期発病は減収する。予防防除の徹底。

被害植物の残治が感染源 となるので、圃場に放

置せず除去焼却する。

蔓延防止には発生初期 (7/中 以降)から 2～ 3
回、ア～ 10日 間隔で連続防除する。

ウイルスの媒介昆虫はワタアブラムシ、ジャガ

イモヒゲナガアブラムシ等です。寄主範囲はヤ

マノイモ科、ナス科、マメ科植物。

アブラムシの防除は有機 リン系、合成 ピレスロ

イ ド系、ネオニコチノイ ド系を交互に輪用する。

発育期間が極めて短 く年 9回発生 し、容易に薬

剤耐性を獲得する。そのため越冬源となる周辺

雑草や初期防除がポイン ト。

殺ダニ斉」は作用機作の違う農薬を交互に輪用す

る (連用は抵抗性個体群が発生する)。

葉 に発生するが、多発すると葉柄

やつるにも発病 し、葉枯れ症状 を

呈 し、黄化落葉する。

・ 葉の褐色斑は高湿度で急速に拡大

し、黒褐色 の大 きな病斑 とな り、

互いに融合することが多い。

・ 夏～秋の降雨で病勢の進展急。

10 11 12

畦立て

◎ 植付け |三二]収群摘
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ジ
ネ
ン
ジ
ョ
栽
培
と
作
型

回
】
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
の
特
性

攣痣
舞
ジ
ネ
ン
ジ

∃
は
日
本
原
産
で
山
野
に

自
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
優
良
系

統
を
選
抜
し
、
パ
イ
プ
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。　
一
般
に
成
熟
イ
モ
の
分
割
に
よ
る
切

イ
モ
種

（不
定
芽
）
と
ム
カ
ゴ
か
ら
養
成

し
た
小
イ
モ
種

（定
芽
）
の
二
種
類
の
種

イ
モ
利
用
法
が
あ
り
ま
す
。

回
一
栽
培
管
理

塚
鏃
本
国
準
備
　
植
付
け

一
か
月
前
に
２ｍ

当
た
り
完
熟
堆
肥
五
贖
）、
苦
土
石
灰
百

ｇ
、
熔
燐
四
十
ｇ
を
施
用
し
耕
私
し
て
お

き
ま
す
。

パ
イ
プ
土
入
れ
　
市
販
の
グ
レ
バ
ー
パ
イ

プ
に
無
病

・
無
肥
料
の
赤
土
を
パ
イ
プ

一

杯
に
詰
め
ま
す
。
赤
土
の
代
替
に
籾
ガ
ラ

を
半
量
程
度
混
合
す
る
と
軽
量
で
、
後
の

作
業
性
が
楽
で
す
。

種
イ
モ
の
準
備
　
植
付
け

一
か
月
前
に
、

七
十
～
八
十
ｇ
に
分
割
し
、
浸
漬
消
毒
、

陰
干
し
乾
燥
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ハ
ウ
ス

の
ト
ン
ネ
ル
内
で
深
め
の
苗
箱
な
ど
に
砂

と
と
も
に
伏
せ
込
み
催
芽
処
理
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

営
農
指
導
担
当

山

辺

　

守

出
芽
の
長
さ
が
三
～
五
Ｃｍ
に
伸
び
た
ら

ハ
ウ
ス
内
常
温
下
で
外
気
に
馴
ら
し
定
植

に
供
し
ま
す
。

パ
イ
プ
埋
設
　
埋
設
用
の
溝
を
掘
り
ま
す
。

深
さ
五
十
～
六
十
ｃｍ
、
幅
約
二
十

Ｃｍ
に
、

パ
イ
プ
受
け
皿
の
間
隔
は
二
十
五
～
三
十

ｃｍ
と
り
、
十
五
～
三
十
度
の
角
度
を

つ

け
、
ま
っ
す
ぐ
上
を
向
く
よ
う
に
パ
イ
プ

を
埋
込
み
ま
す
。
な
お
、
畦
幅
は
百
五
十

～
百
八
十
ｃｍ
と
り
ま
す
。

受
け
皿
の
上

　

臨
跡

に
パ
イ
プ
の
中

の
土
と
同
じ
土

を
盛
り
、
中
心

に
案
内
棒

（長

さ
三
十
ｃｍ
）
を

立
て
、
受
け
皿

の
位
置
を
知
ら

せ
ま
す
。　
　
　
　
離
一

案

（

覆

土

　

パ

イ

プ

　

　

一
面
．

と
案
内
棒
の
上
　
帳

に
二
十
五
ｃｍ
程

　

狙

度
土
を
寄
せ
、

畦
全
体
を
か
ま

ば
こ
状
に
し
ま

定
植
　
案
内
棒
の
脇
を
五
ｃｍ
程
度
削
り
、

種
イ
モ
の
芽

（不
定
芽
）
の
位
置
を
案
内

棒
に
正
確
に
合
わ
せ
、
水
平
に
植
付
け
し
、

五
Ｃｍ
の
土
を
元
通
り
に
か
ぶ
せ
ま
す
。

施
肥
　
基
肥
は
植
付
け
後
六
月
中
旬
ま
で

に
、
吸
収
根
を
傷
め
な
い
よ
う
株
元
か
ら

二
十
ｃｍ
ほ
ど
離
し
て
、　
一
株
当
た
り
窒
素

成
分
で
五
ｇ
ほ
ど
施
し
ま
す
。
追
肥

一
回

目
は
七
月
中
～
下
旬
、
二
回
目
は
八
月
上

～
中
旬
に
い
ず
れ
も
吸
収
根
の
広
が
り
に

合
わ
せ
て
株
か
ら
離
れ
て
窒
素
成
分
で
四

ｇ
ほ
ど
施
し
ま
す
。

支
柱
立
て
　
地
上
部
に
芽
が
出
て
き
た
ら

二
百
十
Ｃｍ
の
支
柱
を
差
し
込
み
、
ネ
ッ
ト

誘
引
し
ま
す
。
ま
た
は
三
ｍ
支
柱
を
Ｘ
型

に
組
み
、
ネ
ッ
ト
を
天
張
り
し
ま
す
。

マ
ル
チ
被
覆
　
つ
る
が

二
ｍ
ほ
ど
伸
び
、

地
温
が
二
十
五
℃
ほ
ど
に
な
っ
た
七
月
中

～
下
旬
に
敷
き
わ
ら
や
白
黒
マ
ル
チ
を
敷

設
し
乾
燥
と
地
温
の
昇
温
を
防
ぎ
ま
す
。

潅
水
　
降
雨
が
な
く
乾
燥
が
続
く
八
～
九

月
は
、
必
ず
溝
を
中
心
に
潅
水
し
ま
す
。

収
穫
　
十

一
月
の
降
霜
を
受
け
、
茎
葉
が

完
全
に
枯
れ
て
か
ら
さ
ら
に
二
週
間
後
収

穫
し
ま
す
。
未
熟
な
段
階
の
収
穫
は
、
風
味
、

保
存
性
が
悪
く
、
強
い
ア
ク
が
出
ま
す
。

颯
秦
政
田
自
然
農
園
の
グ
レ
バ
ー
パ
イ
プ

を
中
心
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
国

で
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
種
波
板
を
は
じ
め
樋
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
た
り
、
二
つ
の
樋
を
筒
状
に
組
み
上
に

な
る
樋
は
短
め
に
す
る
こ
と
で
受
け
皿
部

分
を
設
け
ま
す
。
そ
の
他
、
節
を
抜
い
た

孟
宗
竹
や
畦
畔
平
板
を
筒
状
、
樋
状
に
し

た
器
は
い
ず
れ
も
溝
に
重
ね
置
き
し
ま
す
。

一
方
、
十
五
度
勾
配
の
傾
斜
畦

（畦
幅

百
五
十
ｃｍ
）
を
立
て
、
波
板
や
硬
質
の
平

板
を
敷
設
し
ま
す
。
そ
の
上
に
八
ｃｍ
前
後

の
山
土
の
客
土
を
し
て
勾
配
上
部
に
種
イ

モ
を
植
込
み
、
畑
土
を
全
面
に
か
ぶ
せ
た

栽
培
法
も
あ
り
ま
す
。

回

小
イ
モ
種
の
養
成

鏃炉鑢
こ
れ
ま
で
の
説
明

は
、
切
イ
モ
種
の
不
定

芽
を
利
用
し
た
栽
培
法

で
し
た
。
こ
こ
で
は
、

ム
カ
ゴ
や
細
断

（十
ｇ
）

イ
モ
を
一年
間
栽
培
し
鯉

て
、
百
二
十
ｇ
前
後
の
コ

小
イ
モ
種
を
養
成
し
ま
ガ

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
光

小
イ
モ
の
養
成
は
先

の
傾
斜
畦
の
栽
培
法
に

準
じ
ま
す
が
、
約
六
十
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20 oin種イモ 不定芽

パイプ全長 135 cm

角度 15～ 30度

パイプ埋設と定植

す

25～ 30cm

作型＼月 2 3 10 11 12
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(小 イモ種の養成 )
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普通 (定芽)


